
 

平成３１年度の学校教育における重点事項     

平成３１年３月 斜里町教育委員会 
 区  分 内             容 備考(関連事項) 
１ ⑴教育課程の適切な管理  ★ 

①新習指導要領の趣旨を踏まえた教育課程の編成・実施 
・教育がめざす普遍的な根幹を堅持しつつ、社会の変化を柔軟に受
け止める「社会に開かれた教育課程」を編成し実施する。 

・教育効果を高める「カリキュラム・マネジメント」を確立して機
能させ、学校評価をもとにした改善を図る。 

・学校から「授業時数の適切な進行管理」の報告を受け、進捗状況
を短期的に確認し、適切な実施時数を確保する。 

・新学習指導要領の移行期間における学習内容を確認し、円滑な移
行に向け、指導漏れのないようにする。 

・小学校中学年の外国語活動、高学年の外国語を実施する上での環
境整備と体制づくりを図る。 

②新学習指導要領の移行期間における取組・全面実施に向けた研修の
充実 

 ・校長会、教頭会や斜里町教育課程検討委員会等と連携した研修会
等を実施し、新学習指導要領の趣旨について一層の理解を深める。 

⑵地域とともにあり、信頼される学校づくりの推進 ★ 
①地域の教育資源を活用した斜里らしい教育活動の充実と地域ととも

にある特色ある学校づくりの推進 
②地域住民等が学校運営に積極的に参画するコミュニティ・スクール

(ＣＳ)の発展 
 ・各学校で導入したコミュニティ・スクール制度の検証を行い、成

果と課題を共有する。 
③学校評価の複数回実施と結果公表 
 ・保護者・児童生徒・内部アンケートの項目を意図的・計画的・系

統的に関連付けるように見直す。 
・複数回の実施による結果を分かりやすく公表するとともに、学校
経営の改善・充実への活用を図る。 

 ④教職員の服務規律の徹底(法令遵守) 
  ・危機感を持ちながら、服務規律を徹底するとともに、報告・連絡・

相談・確認の意識を高める。 
⑤学校における働き方改革への具体的な対応 ☆ 

⑶学校間の連携・接続の充実 ★ 
 ①知床ウトロ学校における小中一貫教育の推進と充実 
  ・小中一貫教育の成果を公開・発信する。 
 ②斜里中学校区における学校間連携教育の推進と充実 
  ・斜里中学校を軸に、九年間での系統性を意識した指導計画や生徒

指導について学校間連携推進協議会で具体的な活動方策を立案
し、実現を図る。 

 ③幼保と小、中と高の連携・接続の充実 
  ・連携した事柄をスタートカリキュラム作成に活用する。  
⑷ 「校長裁量予算」を有効活用した学校力の向上 ★ 
 ①研修活動を中核にした教員の授業力向上への支援 

２ ⑴ 確かな学力向上をめざす「わかる・できる授業」の推進 ★ 
①校内研修と関連させた日常的な授業改善と授業力の向上 

  ・校内研修への外部講師の活用を支援するとともに、ワークショッ
プ型研修等、実践的で効果的な研修体制を確立する。 

・研修の成果(授業)を広く外部に公開して、成果と課題を明確にす
るとともに、成果の一層の上積みを目的に公開研究会を開催する。 

・小中一貫、連携教育等と関連させ、学習規律・授業スタイルの共
通化を図るなど、学校の統一感を醸成する。 

  ・管理職による日常的に授業参観を実施し指導する。 
  ・授業改善推進チームを活用し、国語算数での授業改善を図るとと

 



もに、教員の指導力向上を目的にした研修を実施する。 
 ②きめ細かな学習環境の整備 
  ・教育活動支援講師とのきめ細かな打ち合わせを行い、学習中の子

どもたちのつまずきを解消する学びを保障するために、有効活用
を図る。 

  ・35 人学級によるきめ細かな指導を推進する。(朝日小学校第５学
年、斜里中学校第１学年) 

  ③全国学力・学習状況調査の結果を活用した学力向上 
  ・斜里町学力向上推進計画Ⅰの平成30年度全国学力調査の総括目標

の達成をめざす。   

① 学力が十分身に付いていない層への学習サポート等の取組を重

点とし、平成３１年度全国学力・学習状況調査において「全国の

正答数の少ない層」と同じ層の割合の比較で、全ての教科で全道

を下回り、全国との差を５.０以下にする。 

② 平成３１年度全国学力・学習状況調査の平均正答率において、

全ての教科で全道を上回り、全国比との差を５.０以下にする。 

  ・斜里町の結果を数値で公表する。（結果概要報告書等） 
  ・「学力目標及び学校の具体的な取組」(斜里町学力向上推進計画Ⅰ、

Ⅱ)に基づき点検・評価を行う。 
  ・学校改善プラン(学力向上)に基づきＰＤＣＡを機能させ、組織的

に学力向上をめざす。 
⑵ ＩＣＴ機器の効果的な活用した授業改善 ★ 
  ・実物投影機等の ICT 機器を効果的に活用して、主体的対話的で深

い学びを実現する授業づくりを推進する。 
  ・プログラミング的思考を育むプログラミング教育の充実を図るた

めの環境を整備する。 
⑶ 斜里らしい教育活動の一環として外部指導者等を活用したキャリア

教育の推進 
⑷ 家庭学習の習慣化と内容の充実 
① 家庭学習の手引による習慣化 

  ・学年に応じた家庭学習の手引を作成し配布する。 
  ・学習時間(学年×10分以上)の定着と内容の充実を図る。 
 ② 保護者の協力による家庭学習の充実 
  ・手引や通信等で保護者として協力すべき内容を啓発する。 
⑸ 読書教育の充実 
① 学校図書館の活用促進 
② 「朝読」「家読」等の読書習慣の形成 
③ 学校巡回司書による学校図書室等の整備 

 ④「読み聞かせ」や「ブックトーク」等の実施                                              

 

３ ⑴ 障がい種やその程度に応じた教育課程の編成・実施 
①個別の支援計画「きずな」活用の促進 

 ②個別の指導計画作の作成・活用 
  ・個に応じた教育活動の充実を図る。 
⑵ 通常学級における特別な支援を必要とする児童生徒への教育支援 
①特別支援教育支援員と連携した教育支援の充実 

 ②個別の指導計画の作成・活用の促進 
⑶ 校内委員会・特別支援教育コーディネーターの機能の充実 
⑷ 教職員の専門性の向上 
 ①特別支援教育に関する研修活動の充実 

・担当教職員・支援員、通常学級担任等の研修会参加を促進する。 
②特別支援学校教諭の免許取得 

  ・担当教職員への免許取得を促進する。 
⑸ 町教育支援委員会の機能の充実 
 ①特別支援学級への適切な就学相談・就学決定の実施 

・校内委員会や関係機関等と連携し、関係幼児児童生徒の成育歴や
生活の様子等の情報を収集し、適切な判断材料とする。 

４ ⑴ 豊かな人間性を育む道徳教育の充実 
 ①特別の教科・道徳としての「道徳の時間」の充実 

・全体計画や年間指導計画の見直しを図る。 



・参観日等ですべての学級が道徳の時間を公開する。 
 ②情報モラル教育等の推進による生徒指導の充実 
  ・携帯やスマートフォン等の使用マナー教室や薬物乱用防止教室等

を開催し、児童生徒保護者の適切に使用する意識を高める。 
⑵ いじめ等問題行動の未然防止に向けた指導体制の整備 
 ①教育相談や児童生徒理解によるいじめ等問題行動の未然防止の充実 
 ②不登校児童生徒に対応する適応指導教室「ひまわり」の充実 
 ③ＳＳW、民生児童委員や福祉部門等と連携した虐待対応体制の整備 

 
 
 

５ ⑴ 全国体力・運動能力、運動習慣等調査等の結果を活用した体力向上 
①平成 3１年度全国体力・運動能力調査の総括目標の達成  

平成31年度度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の「体力・運動
能力」(体力合計点・Ｔ得点)で、すべての対象学年男女で全国との差
を±１.００範囲内とする。 

  ・斜里町の結果を数値で公表する。(結果概要報告書等) 
⑵ 新体力テストの実施及び結果分析 
 ①新体力テストの実施 
  ・すべての学年の児童生徒を対象に新体力テストを実施する。 
  ・当日欠席の児童生徒について改めて実施の機会を設ける。 
  ・結果を家庭に報告する。 
②体力向上プランに基づきＰＤＣＡを機能させ、組織的な体力向 
 上を図る。 
・体育や休み時間等を活用した体力づくりを推進する。 
・家庭や地域と連携した運動習慣づくりを推進する。 

⑶ フッ化物洗口の全校実施の継続 
①実施率を高める啓発活動の工夫 

⑷ 食育指導の推進 
①学校栄養教諭による食育指導の実施 
・食に関する知識と食を選択する力の習得、地域の食材や食文化に
関する指導を充実する。。 

 ②食物アレルギーへの組織的な対応 
・校内アレルギー対応委員会を設置し、緊急時の対応に備える。

６ ⑴ 授業力・生徒指導力の向上 ☆ 
 ①授業公開を基本にした組織的な校内研修の推進 
②すべての学校における公開研究会の開催 
③町教振段階における研修活動の充実 

⑵ 次期学習指導要領の内容についての研究 ☆ 
①改訂のポイント 
・社会に開かれた教育課程、カリキュラム・マネジメント、主体的・

対話的で深い学び等についての実践的研究に努める。 
②小学校外国語の教科化 

・校内研修等で外部講師による小学校教職員の英語力・指導力の向
上を図る。 

 ③小学校プログラミング教育の推進 
小学校教員のプログラミング教育研修会への参加を促し、授業をど
う組み立て展開するかを全教員で共有する。 

 
 
 

７ ⑴ 調査研究内容 ☆ 
①学力向上に関わる内容 
・「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業のモデル案の策定 
・小中一貫について 
・コミュニティ・スクールや外国語・道徳、プログラミング教育な
ど、これからの時代に求められる力を育むための授業実践の交流 

②土曜授業のあり方 
③教育研究組織のあり方 

  ・活動の実態等を踏まえ、組織の再編を検討する。 
⑵ 次期学習指導要領に関する研修会等の開催 
⑶ ねらいを明確にして、波及性のある先進地視察研修の実施 

８ ⑴ 学校経営、教育課程、学習指導など学校教育の専門的事項への指導 
 ①学校経営全般に関すること 
②教育課程編成届と実施状況の確認に関すること 
③教育課程の適切な進行管理に関すること 



④学習指導・授業改善等に関すること 
 ⑤全国学力・学習状況調査に関する結果概要報告書に関すること 
 ⑥全国体力・運動能力、運動習慣等調査に関する結果概要報告書に関

すること 
 ⑦教育委員会議における提案・報告等に関すること 
⑧その他の学校教育に関すること 

⑵ 学校経営報告書による指導 
  ・より具体的な報告書となるよう、標記の仕方を工夫する。 
⑶ オホーツク教育局職員の学校訪問における指導の充実 
 ①学校経営や教育課程の管理の改善・充実 
  ・指導・指摘事項を記録し、改善・充実に活用する。  
⑷ 学校訪問による指導  

 


